陶造形における物質と現象 -加圧による表現を中心として- by 李, 一烈
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「重箱」（図 1-4）は 4 年次の前期に制作した作品である。積み重ねることのできる重箱
で、実用性をもつものである。波線形のかたちは韓国の瓦からモチーフを得たもので、イ
メージ的にそれぞれがつながりをもっている。「力動」（図 1-5）は大学時代の最後の作品で、

































































































科目等履修生の間に制作した「動き 1」（図 2-1）と「動き 2」（図 2-2）は、粘土をスライ
スして乾燥させた後、手で千切ってテクスチャーを出したもので、上から下へと風化して
いく様子のイメ－ジや、素材が変化していく状態を単層的にあらわそうとしたが、極めて






   





         
 



























































































































































伊羅保釉＝echo1・echo2(1)  鉄砂釉＝echo2(2) 


































































       図 2-5「echo1」(部分) 
 
図 2-6「echo1」(部分)             図 2-7「echo1」(部分)               
 
図 2-8「echo1」(部分)             図 2-9「echo1」(部分) 
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第２節 抑制された状況での土の表現［2］－ 渦巻き 1・2・3 － 
 


























































































渦巻き 1・渦巻き 2・渦巻き 3 
素 材：半磁土（ ㈱丸石窯業業製「C土」）＝渦巻き 1・渦巻き 2 
陶土（ ㈱大島耐火産業製「中荒土」）＝渦巻き 3 
鉄砂釉＝渦巻き 1・渦巻き 2  
銅マット釉＝渦巻き 3 
サイズ：渦巻き 1  H40 W90 D90   渦巻き 2  各 H3 W30 D30   渦巻き 3  各 H3 W30 D30cm 











⑨鉄砂釉を全体に施してスポンジで軽く拭き取る：渦巻き 1・渦巻き 2の場合。 








































































































図 2-26「渦巻き 1」（部分）             図 2-27「渦巻き 1」（部分） 
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の後半の時期に制作を始めたこの塊状の成形は、「疎通 2」（図 2-29）や「疎通 3」（図 2-30）














































































疎通 2・疎通 3 
素 材：陶土（㈱大島耐火産業製「中荒土」） 
銅マット釉     







































































図 2-36「疎通 3」（部分）                          
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「疎通 2」（図 2-29）と「疎通 3」（図 2-30）には、「疎通 1」（図 2-28）に比べて、サイ
ズの大型化や釉薬の変化が見られる。「疎通 1」の塊の一個当たりの大きさが平均で H15 W15 
D15cmであるのに比べて、「疎通 2」は H25 W40 D40cm。成形時の重さ（くり抜く前の重さ）
も一つ当たり、「疎通 1」が 5kg程度だったのが「疎通 2」や「疎通 3」になると 60kgを超
えるので、塊一つ一つを布に包んでそれぞれをぶつけるときには相当の力を必要とする。
サイズが大きくなることで、力強い動きや存在感は増すが、力の加減を調節するなど、成



































































図 2-40「疎通 2」（部分） 
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図 2-42「疎通するかたち 1」 



















 疎通するかたちシリーズの制作プロセスは次のとおりである（図 2-44）。 
 
疎通するかたち 1・疎通するかたち 2・疎通するかたち 3 
素 材：陶土（㈱大島耐火産業製「中荒土」） 
銅マット釉     
サイズ：疎通するかたち 1  H30 W200 D200cm    疎通するかたち 2  H35 W30 D200cm 
疎通するかたち 3  H35 W172 D172cm 































































































































































































図 2-53「疎通するかたち 2」（部分） 
 
図 2-54「疎通するかたち 2」（部分）        図 2-55「疎通するかたち 2」（部分） 
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疎通するかたちシリーズはさまざまな空間で展示を行った。まず、2007 年 3 月に金沢市
内に所在するインフォーム・ギャラリーで来日して初めての個展「抑制から拡散」を開き、








図 2-56「疎通するかたち 2」 
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       芝生 
       コンクリートの塊 




































































































































































 立方体の実験（図 3-2～3-4） 
素 材：陶土（㈱大島耐火産業製「中荒土」） 
磁土（㈱谷口窯業製「a10」） 





      可塑性をもっている土はその置かれている状態によって外部の影響を受けやすく、 
条件によってさまざまな変化をもたらす。 
   ・急激な加熱と加圧による変化（図 3-3） 
      土はバーナーなどで急激に加熱をすると外は非常に硬くなるが、内側は柔らかい 
状態になるため、それが外部の圧力などに影響されるとさまざまな変化が起きる。 
・水による浸食（図 3-4） 
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 このうち水による浸食については、次に示す 3種類の実験プロセスがある。 
 
浸食実験 1（図 3-5） 
 材料 陶土（㈱大島耐火産業製「中荒土」） 
    黄土（㈱大島耐火産業製「細目土」） 
    ベニヤ板（幅 10×10cm厚さ 5mm） ナット トレー 布（木綿）ネジ  














浸食実験 2（図 3-6） 
 材料 磁土(㈱丸石窯業原料製「ニューボーン」） 珪酸ソーダ 
    ベニヤ板（幅 10×10cm厚さ 5mm） トレー 布（木綿） 
①磁土に珪酸ソーダ、水を加えて鋳込み用の泥粧をつくる。 

























































































浸食実験 3（図 3-7） 
 材料 陶土（㈱大島耐火産業製「中荒土」） 
    ロウ（市販） 塗装用養生テープ（市販） 灯油 































以上の実験プロセスに基づいて行った立方体の実験の成果は、約 1000 個のなかから 350




a1-01 a1-02 a1-03 a1-04 a1-05 
 
a1-06 a1-07 a1-08 a1-09 a1-10 
 
a1-11 a1-12 a1-13 a1-14 a1-15 
 
a1-16 a1-17 a1-18 a1-19 a1-20 
 
a1-21 a2-01 a2-02 a2-03 a2-04 
 
a2-05 a2-06 a2-07 a2-08 a2-09 
 
















































































































a2-15 a2-16 a2-17 a2-18 a2-19 
 
a2-20 a2-21 a2-22 a2-23 a2-24 
 
a2-25 a2-26 a3-01 a3-02 a3-03 
 
a4-01 a4-02 a4-03 a4-04 a4-05 
 
a4-06 a4-07 a4-08 a4-09 a4-10 
 
a4-11 a4-12 a4-13 a4-14 a4-15 
 




















































































































a4-21 a4-22 a4-23 a4-24 a4-25 
 
a4-26 a4-27 a5-01 a5-02 a5-03 
 
a5-04 a5-05 a5-06 a5-07 a5-08 
 
a5-09 a5-10 a5-11 a5-12 a5-13 
 
a6-01 a6-02 a6-03 a6-04 a6-05 
 
a6-06 a6-07 a6-08 a6-09 a6-10 
 
















































































































a6-16 a7-01 a7-02 a7-03 a7-04 
 
a7-05 a7-06 a8-01 a8-02 b1-01 
 
b1-02 b1-03 b1-04 b1-05 b1-06 
 
b1-07 b1-08 b1-09 b1-10 b1-11 
 
b1-12 b1-13 b1-14 b1-15 b1-16 
 
b1-17 b1-18 b2-01 b2-02 b2-03 
 

































































































































b2-09 b2-10 b2-11 b2-12 b2-13 
 
b2-14 b2-15 b2-16 b2-17 b3-01 
 
b3-02 b3-03 b3-04 b3-05 b3-06 
 
b3-07 b3-08 b3-09 b4-01 b4-02 
 
b4-03 b4-04 b4-05 b4-06 b4-07 
 
b4-08 b4-09 b4-10 b4-11 b4-12 
 




















































































































































b4-18 b4-19 b4-20 b4-21 b4-22 
 
b4-23 b4-24 b4-25 b4-26 b4-27 
 
b4-28 b4-29 b4-30 b4-31 b4-32 
 
b4-33 b4-34 b4-35 b4-36 b4-37 
 
b4-38 b4-39 b4-40 b4-41 b4-42 
 
b4-43 b4-44 b4-45 b4-46 b4-47 
 















































































































































b5-06 b5-07 b5-08 b5-09 b5-10 
 
b5-11 b5-12 b5-13 b5-14 b5-15 
 
b5-16 b5-17 b5-18 b5-19 b5-20 
 
c1-01 c1-02 c1-03 c1-04 c1-05 
 
c1-06 c1-07 c1-08 c1-09 c1-10 
 
c1-11 c1-12 c1-13 c1-14 c1-15 
 















































































































































c1-21 c1-22 c1-23 c1-24 c1-25 
 
c1-26 c1-27 c1-28 c1-29 c1-30 
 
c2-01 c2-02 c2-03 c2-04 c3-01 
 
c3-02 c3-03 c3-04 c3-05 c3-06 
 
c3-07 c3-08 c3-09 c3-10 c4-01 
 
c4-02 c4-03 c4-04 c4-05 c4-06 
 















































































































































c4-12 c4-13 c4-14 c4-15 c5-01 
 
c5-02 c5-03 c5-04 c5-05 c5-06 
 
c5-07 c5-08 c5-09 c5-10 c6-01 
 
c6-02 c6-03 c6-04 c6-05 c6-06 
 
c6-07 c6-08 c6-09 c6-10 c6-11 
 
c6-12 c6-13 c6-14 c7-01 c7-02 
 















































































































































c8-04 c8-05 c8-06 c8-07 c8-08 
 
c8-09 c8-10 c8-11 c8-12 c8-13 
 
c8-14 c8-15 c8-16 c8-17 c8-18 
 
c8-19 c8-20 c8-21 c8-22 c8-23 
 
c8-24 c8-25 c8-26 c8-27 c8-28 
 
c8-29 c8-30 c8-31 c8-32 c8-33 
 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実験素地：①陶土(㈱大島耐火産業製「中荒土」)                                                                                           




















この 2008年度の 4月から 10月までの 6か月の間に研究を重ねてきた立方体の実験をもと





















































































































































































2009年 2月 9日に行われた金沢美術工芸大学大学院博士後期課程 1年次の第 2回研究発
表会では、こうした経験をもとに制作を試みた「境界」という作品を展示した（図 3-13）。
これまでの立方体の実験のうち「浸食による変化」を用いた作品である。 




































































   
塊の場合 
   
ロウなどを塗った場合と異なる素地（磁土と陶土）の組み合わせの場合 







































素 材：半磁土（㈱谷口窯業製「C土」）     
サイズ：H20 W100 D800cm 
制作年：2009 













































































































































































































図 4-1「立方体の実験」（加圧研究）           図 4-2「加圧シリーズ 4」（部分） 
 
 



































































「加圧シリーズ 1・2・3・4」の制作プロセスは次のとおりである（図 4-3）。 
 
 加圧シリーズ 1・加圧シリーズ 2・加圧シリーズ 3・加圧シリーズ 4 
素 材：陶土（㈱大島耐火産業製「中荒土」） 
ラスター釉 
サイズ：加圧シリーズ 1  H127 W17 D9cm 加圧シリーズ 2  H51 W51 D59cm、H58 W61 D28cm 
加圧シリーズ 3 H14 W15 D15cm、H13 W14 D14cm、H13 W15 D14cm、H13 W15 D15cm 
加圧シリーズ 4  H90 W127 D9cm 
制作年：2009 































































d 比較的に縦横の差が少ない物に圧力をかける装置：厚さ 2cm 程のベニヤ板の 2 枚用意し












図 4-4 陶土の荒々しい質感              図 4-5 硬い外部が柔らかい内部に食い込まれ 





























































マンガンラスター釉の基本調合は、福島長石 16.5 亜鉛華 4.5 鉛白 30.0 朝鮮カオリン




a a-1 b b-1 c 
cm d e f h1 
h2 hm1(黄土) hm1 i1 i2 
















実験成分（比率）：福島長石 16.5 亜鉛華 4.5 鉛白 30.0 
朝鮮カオリン 10.3 珪石 22.0 二酸化マンガン 10.8 バ







実験成分（比率）：福島長石 16.5 亜鉛華 4.5 鉛白 30.0 
朝鮮カオリン 10.3 珪石 22.0 二酸化マンガン 10.8 バ
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実験成分（比率）：福島長石 16.5 亜鉛華 4.5 鉛白 30.0 
朝鮮カオリン 10.3 珪石 22.0 二酸化マンガン 10.8 酸
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ナジン酸アンモン１ 酸化コバルト１ 酸化銅 2 
結果：実験番号 i-2に比べてバナジン酸アンモンが減少す
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図 4-16「加圧シリーズ 2-(1)」 
 




















































「加圧シリーズ 2-(1)」      
















































































































































図 4-28「加圧シリーズ 2-(2)」（部分）        図 4-29「加圧シリーズ 2-(2)」（部分）                                      













図 4-30「加圧シリーズ 3-(1)」         図 4-31「加圧シリーズ 3-(1)」（部分）  
 
 



























































図 4-36「加圧シリーズ 3-(3)」 
             
 
図 4-37「加圧シリーズ 3-(3)」（部分）       図 4-38「加圧シリーズ 3-(3)」（部分） 
 
図 4-39「加圧シリーズ 3-(3)」（部分）      図 4-40「加圧シリーズ 3-(3)」（部分） 
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図 4-41「加圧シリーズ 4」 
 
 



















図 4-42「加圧シリーズ 4」（部分） 
 

























































図 4-46「加圧シリーズ 4」（部分） 
 
 













後期課程 2年次の第 3回研究発表会にて展示を行った（図 4-48～4-53）。展示場所は第 1回・
2回の研究発表会と同じ場所である。作品は全部で 9点を展示して、そのうち「加圧シリー
ズ 1」の 3 点は壁にかけて、「加圧シリーズ 4」の 4 点は壁によせ、「加圧シリーズ 2」の 2
点は床に置いた。壁掛けの 3 点は長細い長方形の立方体（高 127幅 17奥行き 9cm）を縦に
してかけてある。床に置いた「加圧シリーズ 2」（図 4-49・4-50）の制作時 1点当たり重さ











































































      図 4-51「加圧シリーズ 4」（部分） 
 


















































































































































 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
中国黄土 60 60 60 70      
ガイロ目 40 40 40 30 100    40 
カオリン       20   
三石ロウ石       40   
天草陶石       40   
白絵土      100    
黒土(陶土)        100 60 
          
ベンガラ 2 3 6 2 6 6 5   
酸化コバルト 4 3 6 4 2 6 3   
酸化マンガン 4 3 6 4 4 6 3   
クロム 2   2      
          





















   
   







   
   





















実験化粧土の成分（比率）：中国黄土 60 ガイロ目 40 ベ











実験化粧土の成分（比率）：中国黄土 60 ガイロ目 40 ベ











実験化粧土の成分（比率）：中国黄土 60 ガイロ目 40 ベ













実験化粧土の成分（比率）：中国黄土 70 ガイロ目 30 ベ











実験化粧土の成分（比率）：ガイロ目 100 ベンガラ 6 酸











実験化粧土の成分（比率）：白絵土 100 ベンガラ 6  













実験化粧土の成分（比率）：カオリン 20 三石ロウ石 40 天















































































































































































































































































赤化粧土（中国黄土 70％ガイロ目 30％） もみ殻 炭（市販用） 








































   







   

































































































































































































































































































































































       図 4-76「戸片(3)」（部分） 
 
 




























































今回の展示は壁に掛けた 2 点と床置きの 1 点の合計 3 点である。各々の作品はさらに 2

















































































































































































銅マット釉     



















































































































































































































































































































































































































                                                   
2 乾由明『現代陶芸の系譜』、用美社、1991年、14頁より引用 
 原典は下記のとおりである。 
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본 논문은 2011년 5월에 일본 가나자와미술공예대학에서 취득한 박사학위 논문이다. 
필자가 일본에 유학하여 2004 년 가나자와미술공예대학 과목이수생(연구생)기간을 시작
으로, 2005년부터 2년 동안의 가나자와미술공예대학의 석사과정, 2007년 1년동안의 우
타츠야마공예공방, 2008 년부터 3 년 동안의 박사과정 기간 동안의 작품제작과 연구 활
동을 중심으로 본 논문은 구성되어 있다. 본고는 2011 년 3 월에 실시된 박사과정 학위
심사 및 구두시험을 거쳐서 학위에 대한 자격이 정식으로 인정되어 2011년 5월 12일에 
예술박사학위를 수여받았다. 이후로 논문에 있어서의 표기상의 정정과 수정을 거쳐 
2012 년 4 월에 본 논문을 정식 출판하게 되었다. 그리고 본 논문의 집필에는 수년간에 
걸친 작품제작과 자료의 수집이 요구되었던 탓에 많은 분들의 지도와 조력이 절대적이
라 할 수 있다. 가나자와미술공예대학을 비롯해 동대학의 대학원운영위원회와 쿠제 켄
지 학장, 실기지도의 이타바시 히로미 교수와 야마모토 타케시 교수, 논문지도의 야마
자키 츠요시 준교수와 모리 히토시 교수, 논문심사원인 전 여자미술대학대학원교수 이
토우 코쇼 씨, 공예과교수인 나카가와 마모루 교수, 대학원객원교수인 크리스티누 시




인간이 무언가를 만든다고 하는 의식은 어디에서 생겨나는 것 일까? 머리나 마음속
에 잠재된 눈에 보이지 않는 것, 또는 자신도 본 적이 없는 것을 보이는 형태로 이끌
어 내는 것, 그것이 진정한 매력일 것이다. 그러나 눈에 보이는 것만이 그 전부는 아
니다. 형태를 통해 눈에 보이지 않는 것을 표현하고 전달하는 것이야말로 미술의 핵
심일진대, 그 눈에 보이지 않는 형태에는 여러 가지가 있을 수 있다. 정신적인 것, 
물질상호간이나 인간관계(부모와 자식, 사회와 개인 등), 또는 문학적인 표현일지도 
모르나 행복의 형태, 사랑의 형태 등 여러 가지를 떠올릴 수 있다. 하지만 나의 주된 
표현에 있어 주관심사는 물질에 따른 현상과 거기에서 얻을 수 있는 정신적 교감에 
있다. 눈에 보이지 않는 분자의 세계는 과학자들에게 있어 참으로 흥미가 깊은 영역
이다. 눈에 보이지 않는 것을 보려고 하는 생각에서 시작되어, 거듭된 연구를 통해 
보이지 않았던 물질의 구조를 눈에 보이도록 하는 과학자들의 일은, 작품제작을 하는 
나 자신에 있어서도 많은 공감을 느끼게 한다. 이처럼 표현의 방법은 다를지라도 예
술가와 과학자 사이에는 많은 공통점이 있다. 
한국에서 대학에 재학했던 시절 나는 눈에 보이지 않는 형태에 대해 그다지 깊게 
천착하지 않았던 듯 싶다. 머리에 떠올린 것을 형태로 만들어 내는 것에만 전념하여, 
단지 자신이 구상한 것과 일치하는 지 어떤지의 여부가 가장 큰 고민이었다. 도예전
공을 시작한 학부생으로서 도예에 있어서의 기술적인 면을 소화하지 않으면 작품제작
을 하는 당위성을 부여할 수 없다는 인식 때문이었다. 기술적인 면을 넘어서 표현에 
대한 의미를 불어 넣는 인식이 부족했던 점도 부인할 수는 없을 것이다. 형태를 만들
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어 표현한다는 것에 고민하기 시작했던 때가 이 무렵부터였다. 대학졸업을 눈앞에 남
겨둔 시기에 나 자신은 왜 만드는 작업을 하는가, 무엇을 표현하고 싶은가 등의 문제
의식에 직면했다. 돌이켜 보면 그 당시 나는 소재를 이용해서 어떤 형태를 만들려고 
할 때, 제작전의 구상한 스케치나 도안에 일치시키기 위해 소재의 성질이나 표정을 
가능한 억제시키기에 골몰했다는 생각이 든다. 어쩌면 흙이라는 소재의 표현으로써의 
가능성에 한계를 긋고 있었는지도 모른다. 도자제작의 과정에서 보여지는 흙의 표정
과 현상에 특별한 매력을 느끼고 있었음은 분명하다. 토련기에서 압출되는 흙의 거친 
표정, 수분의 함유량이 적어짐에 따라 딱딱하게 굳거나 다시 분쇄해서 수분을 가하면 
부드러운 원상태로 되돌아가는 성질, 규산소다를 넣으면 고체도 액체도 아닌 상태가 
되는 것 등등 형태를 만드는 것보다는 도자의 제작과정안에서 발견한 것들에 흥미를 
가지고 있었다. 표현에 대한 고민이 계속되던 어느 날, 대학도서관에서 『陶』라는 일
본도예를 소개하는 서적을 우연히 보게 되었다. 그 책에서는 일본 현대도예의 중심작
가들을 소개하고 있었다. 당시 일본의 도예는 소재가 가지는 표현성을 재해석하려는 
활발한 움직임이 있었고, 특히 소재가 가지는 표현의 가능성에 대해 집약적인 관점은 
나에게 있어서 깊은 관심의 대상이 되었다. 책 속에는 가나자와미술공예대학 대학원 
석사과정에서 담당교수였던 久世建二(쿠제 켄지)교수와 伊藤公象(이토우 코쇼)교수, 
현재의 담당교수인 板橋廣美(이타바시 히로미)교수의 작품도 게재되어 있었다. 흙덩
어리를 낙하시키거나 흙을 얼림으로 인해 나타나는 흙의 표정, 풍선 속에 부드러운 
상태의 석고를 주입시켜서 생기는 유기적인 형태는 나에게 소재가 가진 새로운 가능
성을 느끼게 해 주었다. 그것은 앞에서도 말한 보이지 않는 형태를 인식하게 되는 계
기와 함께 일본유학의 동기가 되었다. 
내가 제작과정에 있어 무엇보다 우선적으로 역점을 두는 사항은 흙이라는 소재 자
체에 있다. 실제로 물질이 가진 성질에 비롯된 현상은, 인위적인 행위에 의한 표현 
이상의 가능성을 내포하고 있다. 그래서 나는 소재가 가지는 성질이나 물질로써의 현
상에 의해 상기되는 이미지를 조형 속에 드러내려고 항상 시도한다. 제작에 들어가기
에 앞서 먼저 자신의 내면에 있는 감정의 움직임이나 감성에 의거한 생각을 어떠한 
형태의 실체로 표현하고 싶은지를 모색하는 것을 결정한 뒤  다음의 단계로 들어간다. 
제작전의 단계에서 생각해야 할 요소로서, 소재에 대한 자신의 감정, 물질이 불러일
으키는 현상과 그 현상에서 느낄 수 있는 미적 요소, 또는 각각의 관계에서 생기는 
것들에 주목하고 관찰하여 그것들이 가지는 조형적 표현으로써의 가능성을 생각한다. 
그러한 물질의 탐구에 있어서 내용의 주된 부분은 물질의 상태를 이해하는 것으로 시
작한다. 여기에서 주목해야 될 점은 물질과 제작자의 정신세계와의 관련성이다. 예를 
들면 물질을 감싸고 있는 공간에 대한 인식, 물질의 변용에 따른 지각, 물질의 변화
의 양상에 따라 상기되는 것들이 제기될 수 있다. 제작에 있어서 논리성이 꼭 필요하
다고는 단정짓기 어렵지만 새로운 표현의 가능성의 폭을 넓히기 위해서는 불가결한 





본 논문「도조형에 있어서의 물질과 현상-가압에 의한 표현을 중심으로-」의 목적은 
흙이라는 물질에 대한 생각, 그 물질의 특성과 가압을 중심으로 하는 제작행위에 따
라 일어나는 현상에 대한 관점, 그리고 이러한 현상을 살려 작품화하는 것의 조형표
현으로써의 타당성과 가능성을 자신의 독자적 관점에 근거하여 언급하는 데에 있다. 
 
제 1 장「감성의 형성과 흙과의 만남」에서는 제작에 있어서의 정신적, 사상적 토대
라고 말할 수 있는 아이덴티티의 형성과정에 대해 기술하였다. 한국에서 태어나서 성
장한 필자의 감성은,역사적인 배경과 풍토를 포함하여, 여러 관점에서 설명할 수 있
는 것과 함께, 병역의 체험등 한국인에게 있어 특별한 환경의 영향에 따라 형성된 정
신적 요소도 많은 부분을 차지하고 있다. 흙과의 만남은 한국에 소재하고 있는 경성
대학교의 도자전공에 입학함으로 이루어졌으며, 학부생시절에는 조형작품이나 실용성
있는 그릇등 다각도에서의 제작을 통해 소재와 성형, 소성에 이르기까지의 기초적인 
토대를 쌓았다. 자아의식과 표현의 관련성에 대한 의문이 깊어지는 한편, 일본에서의 
유학을 결심한 이후 도조형의 새로운 제작기법을 자각하게 된 가나자와미술공예대학 
대학원 석사과정에서의 제작에 이르기까지의 의식의 변모를 확인하여, 현재의 작품제
작의 원점으로써의 의미를 모색하였다. 
 
제 2장「억제된 물질의 표현」에서는 나자신의 표현에 있어서의 큰 전환점을 가지게 
된 대학원 석사과정에서의「억제된 상황에서의 흙의 표현」에 대한 제작을 작품에 의
거하여 논술한다. echo 시리즈에서는 흙이 천에 감싸진 상태에서 생기는 소재가 가진 
유기적이고 생동감있는 표정의 변화에 주목하였다. 무기질의 천과 점토라는 소재에서 
생기는, 마치 생물의 이미지를 갖는 듯한 표정은 지금도 흥미가 깊다. 당초 유기적인 
흙의 표정을 보다 강조시키기 위해 생물체와 닮은 형태로 표현하였지만, 조금씩 설명
적인 이미지에서 탈피하여 소용돌이치는 공간을 상기시키는 방향을 인식하게 되었다. 
가소성을 가진 점토를 신축성이 강한 천으로 감싼 후, 쥐어짜거나 두들기기, 펴서 늘
이는 등의 인위적인 힘을 가해 조형적인 효과를 얻는 이 제작기법은 자신의 조형표현
에 있어 새로운 활력을 불어넣어 줌과 동시에 표현의 돌파구가 되었다. 그 뒤에 이어
지는 소통시리즈나 소통하는 형태시리즈는 돌과 흡사한 다수의 덩어리가 서로 영향을 
주고 받는 형상을 띠고 있다. 보통 점토덩어리를 손가락으로 힘을 주어 누르면 움푹 
들어간 손가락의 형태를 가진 흔적이 남게 된다. 하지만 흙덩어리를 천에 싼 상태에
서 눌러보면 덩어리전체가 약동하는 듯한 움직임있는 형태가 생긴다. 그리고 크기를 
늘여서 모래주머니로 두들겨 압력을 가하면, 돌과 같은 질감을 가진 덩어리가 된다. 
그리고 흙덩어리들을 서로 모아서 압력을 가하면 천에 감싸진 각각의 흙덩어리들은 
서로 영향을 주고 받으며, 압력을 가하면 가할수록 큰 움직임을 보이며, 외부에서 가
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해지는 압력의 힘이 강할수록 내부로부터의 반발력도 커지게 된다. 그것은 마치 외부
의 압력을 거부하며 밖으로 빠져 나오려는 움직임과 같다. 나는 그것을「억제」와「확
산」의 표현으로써 포착하였다. 압력을 가해 억제나 억압의 상황을 만들면, 그 내부의 
흙은 반대로 확산하며 자유롭게 되고자 하는 것처럼 보인다. 이것을 인간과 인간의 
관계에서 생겨나는 지배와 구속, 억제하려고 하는 사회・단체와 개인의 갈등등, 인
간에 비유하면 억압이나 구속을 당하면 당할수록 자유를 추구하며 반발하려고 하는 
것과 같은 이미지로 해석하였다. 
 
제 3장「가압과 침식에 의한 표현」에서는, 자연계가 가진 예측불가능한 상황에서 나
타나는 현상의 조형적 가능성의 모색과 그 작품화에 대해서 논술한다. 최초의 과제로
써 선택한 연구는 흙의 입방체가 여러가지 상황에 놓인 경우에 일어나는 현상에서 조
형적 가능성을 찾는 것이었다. 흙의 성질을 크게 좌우하는 것은 수분의 함유율로, 흙
물상태와 가소성을 가진 상태, 수분이 증발하여 건조가 진행된 상태에 이르기까지의 
여러가지 조건에서 나타나는 현상을 표현으로써 포착하는 것이 주된 연구내용이다. 
그 중에서도 침식은 제작자의 인위적인 행위에 의해 만들어진 형태를 자연에 회귀시
키는 일련의 과정이며, 창조와 파괴의 사이에서 일어나는 「물에 의한 현상」을 통해
서, 존재에서 회귀에 이르기까지의 물질이 갖는 본연의 모습으로 해석하였다. 그 이
외를 포함한 약 1000 건의 실험데이타와 그 관찰결과를 모아 그 중 441 건을 선택하여
「潜在帯」라는 타이틀로 전시를 행하였다. 실험에 있어 원형을 입방체로 선택한 이유
는 인위적인 입방체의 이미지가 가압이나 침식에 의해 변화하는 물질의 현상과 어우
러져 서로를 강조하며, 거기에서 생기는 소재와 제작자의 관계에 따른 표현의 가능성
을 찾기 위해서이다. 이후에 계속되는「境界」라는 작품에서는 길고 좁은 장방형의 입
방체를 그 원형으로 채택했다. 마찬가지로 원형에 인위적인 이미지를 부여하기 위해
서이다. 침식에 의해 붕괴되는 형태, 그 현상이 불러일으키는 이미지를, 세상의 만물
(자연물과 인공물의 구별없이)이 반복하는 순환의 이미지로 해석한 작품이다. 
 
제 4장「가압에 의한 표현의 전개」에서는 본논문의 부제인「가압의 의한 표현」에 근
거하는 제작을 그 작품전개에 따라 논술한다. 「가압시리즈 1・2・3・4」의 작품들에
서는 가소성을 가진 흙덩어리의 표면에 강한 열을 가한뒤, 직접 제작한 가압장치로 
압력을 가하면서 의도하는 형태로 만들어가는 성형방법의 연구가 중심으로, 가압을 
행하는 각도와 힘의 정도에 따라 나타나는 흙의 반응과 표정에 주목하였다. 열을 가
한 표면이 무기질적인 성질을 갖고 있는 것에 반해 가소성을 가진 내부는 유기적인 
성질을 지니고 있다. 외부로부터의 가압으로 인해 바깥을 덮고 있는 무기질적인 부분
이 찢겨져 내부의 물질이 바깥쪽으로 표출되는 과정의 순간을 표현함으로써, 흙이 가
진 소재의 물질 본연의 표현성이 그대로 나타나 무기질과 유기질의 관계에서 나타나
는 물질의 양상이 표현가능하게 된다. 「가압의 의한 현상」이 표현으로서 성립되는 것
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은 표현의 최초단계에 제작자의 의도가 있는 것과 함께 그것에 따라 현상을 일으키며 
그 현상을 인식하는 조형적 판단이 자신의 표현으로써 나타나기 때문이다.우연한 결
과를 표현으로써 내세우는 것이 아닌 제작자의 제작의도에 따라 현상을 표현으로 이
끌어 내는 것이다. 또 「가압에 의한 현상」이 가진 조형으로써의 가치는 소재와 현상
에 의한 표현이 흙이 아니면 불가능한 특수성을 가지고 있는 점이다. 흙은 놓여진 상
태(특히 함수율)에 따라 내부의 물질의 구조가 바뀌어 육안으로는 확인할 수 없는 변
화가 일어난다. 그 상태를 인위적인 의도로 변화시켜 압력을 가하면 내부에 잠재되어 
있는 구조나 상태가 형태로써 나타난다. 가압을 주 표현수단으로서 하는 것은 흙이라
는 소재의 표정과 성질등 내부에 숨겨진 것들을 형태로 이끌어 내는 것이 가능하기 
때문이다. 따라서 흙만이 가능한 형상이나 표정이 자연스레 살려지는 도(陶)에 의한 
표현상의 맥락에서, 작품의 독창성을 말할 수 있다. 이 연구의 전개로써「戸片」라는 
작품에서 시도한 것은 탄화소성이다. 철제의 상자안에 작품을 넣고 왕겨를 가득 채운 
다음에 완전 밀폐된 상태로 만든 뒤, 자신이 직접 제작한 야외가마에서 소성을 하였
다. 이후의 작품인「境」의 제작에서는 소성과 형태, 형태와 공간의 문제를 강하게 인
식하여 새로운 공간의 확산을 상기시키는 작품의 제작을 시도하였다. 
 
마지막으로 제 5 장「도조형에 있어서의 물질과 현상」에서는, 제 1 장에서 4 장까지
의 작품에 근거한 고찰과 동시에, 자신의 표현에 있어서의 조형론과 소재관등에 대해
서, 「흙이라는 물질과 자신」, 「제작과 논리성」, 「흙에 잠재된 정신성」, 「흙의 성
질과 현상」, 「현상과의 대화」, 「흙이라는 소재와 표현」, 「「가압에 의한 표현」
과 물질의 관계」, 「「가압에 의한 표현」과 형태의 관계」, 「소성에 대한 인식」이
라는 9개의 테마에 따라 논술한 후, 앞으로의 제작활동과 표현에 대한 생각을 결론으
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